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発 行 所 

五所川原市役所 

第583号 

昭和60年1月15日 

印刷 園西北印刷 

世 帯 数 14,657 

（昭和59年12月31日現在）住民基本台帳から 

男 	25,377人 

女 	27,272人 

市 の 人 口 

52,649人 
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出初 

丑
年
の
 

生
気
み
な
ぎ
る
正
月
五
日
 

折
か
ら
街
の
上
空
を
 

す
っ
ぽ
り
包
む
寒
気
団
 

粉
雪
ぶ
う
ぷ
う
舞
う
な
か
で
 

今
日
は
消
防
出
初
め
式
 

集
う
消
防

マ
ン
は
七
百
余
名

森
田
市
長
の
観
閲
う
け
て

精
気
を
こ
め
る
挙
手
の
礼

足
並
そ
ろ
う
行
進
も
 

決
意
あ
ら
た
に
踏
み
し
め
る
 

伝
統
誇
る
第
一
分
団
 

ね
じ
り
鉢
巻
 
半
縄
ま
と
い
 

縄
を
振
れ
ば
馬
簾
が
躍
る
 

顔
も
菓
々
し
い
男
伊
達
 

日
頃
の
妙
技
披
露
す
る
 

狂
う
猛
火
に
挑
む
が
如
く
 

威
風
堂
々
打
ち
連
れ
て
 

指
令
車
 
ポ
ン
プ
車
 

タ
ン
ク
車
 
梯
子
車
と
 

車
両
部
隊
の
パ
レ
ー
ド
続
く
 

火
の
元
用
心
常
日
頃
 

い
ぎ
鎌
倉
の
そ
の
と
き
は

刺
子
の
法
被
に
身
を
固
め

火
災
を
消
し
て
延
焼
防
ぎ

人
命
救
助
に
命
も
か
け
る
 

市
民
を
守
る
覇
気
燃
え
た
 

演
習
終
え
て
講
評
聞
け
ば
 

先
ず
は
上
々
勇
み
肌
 

火
災
予
防
は
も
と
よ
り
な
が
ら
 

明
日
の
安
全
誓

い
合
う
 



(583号） ② 広報ごしょがわら 昭和60年（1985年） 1 月15日 

物品等供給業者の―

登録受付 

市では、60年度の物品等の供給について、入

札参加審査中請書の受け付けをしています。 

市役所、西北中央病院、市内各小中学校、給

食センタ 等、市の施設への物品供給を希望さ

れる業者は、次により手続きをしてください。 

0受付期問 2 月 1 日（斜から 2 月2&利まで

⑨受付場所 財政課（市庁舎 4 階） 

＠提出書類 人札参加資格申請書（一式） 

‘中請用紙は財政課にあります。） 

なお、詳しくは市財政課契約調達係（廿⑩～ 

2111 内線315番）へ問い合わせください。 

市
で
は
、
六
十
年
度
に
市
が
発
生
す
る
工
事
の
入
札

に
参
加
を
希
望
す
る
建
設
業
者
を
、
次
に
よ
り
受
け
付

け
い
た
し
ま
す
の
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

■

受
付
期
間
 
二
月
一
日
か
ら
二
月
二
十
八
日
ま
で
。
 

・

受
付
場
所
 
市
財
政
課
契
約
調
達
係
（
市
庁
舎
四
階
）
 

■

提
出
書
類
 

一
般
競
争
（
指名
競
争
）
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
ァ
、
 

経
営
事
項
審
査
申
請
書
国
 
イ
、
建
設
業
者
許
可
証
明

書
国
 
ウ
、
納
税
証
明
書
l
市
税
は
五
十
九
年
度
分
、
 

国
税
及
び
県
税
は
五
十
八
年
度
分
国
 
ェ
、

工
事
経
歴

書
 
オ
、
主
要
取
引
金
融
機
関
名
 
カ
、
年
間
委
任
状

キ
、
使
用
印
鑑
届
 
ク
、
印
鑑
証
明
書
 
ケ
、
営
業
所

一
覧
表
 

コ
、
会
社
登
記
簿
謄
本
国
 
サ
、
建
設
業
退

職
共
済
組
合
加
入
証
明
書
国
 
シ
、
建
設
機
械
一
覧
表

ス
、
技
術
者
経
歴
書
）
※
建
設
業
者
の
経
営
に
関
す
る

事
項
の
審
査

（建
設
業
法
第
二
十
条
の
二
の
規
定
に
よ

る
。）
は
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
詳
し
く
は
財
政
課
契
約
調
達
係
（
。
⑩
二
一

内
線
三

一
七
番
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

指名競争入札業者を受付 

加工処理に汗を流す主婦のみなさん 

完成した農産物処理加工場 

(
 

豊
か
な
活
力
あ
る
農
業
を

目

指
そ
う
と
市
で
は
、
五
十
九
年

度
か
ら
農
村
地
域
定
住
対
策
事

業
に
着
手
し
て
い
ま
し
た
が
、
 

そ
の
第
一
弾
と
し

て
毘
沙
門
地

区
に
建
設
を
進
め
て
い
た
農
産

物
加
工
処
理
施
設
が

こ
の
ほ
ど

完
成
し
ま
し
た
。
 

定
住
対
策
事
業
は
地
区
内
で

生
産
さ
れ

自
家
消

費
さ
れ

て

い
る
り
ん
ご
と
米
を
加
工
す
る

こ
と
に
よ
り
、
家
計
費
の
節
減

を
図
る
と
と
も
に
購
入
依
存
か

ら
自
給
体
制
へ
の
切
替
え
を
推

進
し
、
農
業
経
営
に
活
を
入
れ

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
若

い
後
継
者
の
定
着

を
図
る
の
が
狙

い
で
、
当
市
の

一
・
五
次
産
業
の
振
興
策
で
す
。
 

毘
沙
門
地
区

の
農
産
物
処
理

加
工
施
設
は
、
木
造
平
屋
建
て

で
施
設
の
内
部
に
は
味
喰
、
豆

腐
、
納
豆
、
椛
（
こ
う
じ
）
、リ
、
／

ゴ
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
簡
単
に
加
 

工
処
理
で
き
る
合
成
調
理
機
、
 

搾
汁
機
、
蒸
気
二
重
が
ま
、
卓
 

上
打
栓
機
、
洗
穀
機
、
自
動
製
 

椛
装
置
な
ど
各
種
加
工
機
械
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

米
と
リ
ン
ゴ
が
主
体
の
同
地

区
に
と
っ
て
は
住
民
待
望
の
施

設
で
、
農
家
二
百
八
十
戸
が
参

加
し
て
 
「毘
沙
門
村
づ
く
り
協

議
会

（
会
長
増
田
武
文
）
」
を組

織
し
、
地
区
農
家
が
協
力
し

て

同
施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
 

手
始
め
に
自
給
自
足
を
目
指

し
、
自
家
穀
類
な
ど
で
味
噌
、
 

豆
腐
、
納
豆
、
椛
、
リ
ン
ゴ
『ン

ュ
ー
ス
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
が
、
将
来
は
地
場
産
業

の
拠
点
と
し
て
良
質
産
品
の
創
 

出
か
ら
販
売
ま
で
手
掛
け
る
計

画
で
す
。
 

加
工
施
設
の
運
営

は
、
同
協

議
会
が
中
心
と
な
っ

て
進
め
ま

す
が
、
今
後
の
生
産
意
欲
の
向

上
に
も
つ
な
が
る
と
関
係
者
か

ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

巨
混
沙
門
地
区
に
農
産
物
加
工
処
理
施
設
完
成
 

夢
ふ
く
ら
む
農
産
物
加
エ
 

有
効
活
用
で
特
産
品
を
 



昭和60年 

合同除厄祈願祭のご案内 
）対象者 男 昭和19年4 月2 日～昭和20年4 月1日生

まれの方 

女 昭和28年4 月 2 日～昭和29年4 月1日生
まれの方 

レ日 時 2 月17日（日）午後 1時から 

レ場 所 中央公民館（駅裏） 

レ会 費 男10.000円 女 8,000円 

レ申込み受付け 1月20日（わから 2 月5 日（火）まで 
D申込み先 会費をそえて近くの実行委員、または、 

都市建設課 中林 功（内線231) 
収 納 課 其田 幸夫（う 209) 

税 務 課 寺田 柾直（ク 205) 

水 道 課 寺田長太郎（ク 258) 

税 務 課 毛内 秋代（ク 211) 

農業委員会 佐藤寿美子（ " 229) 

時

所
費
 

八
レ

八
レ
 ヘ
レ
 

日
場
会
 

親
子
そ
ろ
っ
て
タ
コ
づ
く
り
 

親
子
そ
ろ
っ
て
タ
コ
づ
く
り

を
楽
し
も
う
と
、
 一
月
八
、
九

日
の
両
日
市

民
文

化
会

館
で
 

「親
子
タ

コ
づ
く
り
教
室
」
 
が

開
か
れ
、
絵
筆
を
持
っ
た
タ
コ

絵
師
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

タ
コ
づ
く
り
教
室
に
は
、
小
 

・
中
学
生
や
保
護
者
、
教
師
あ

わ
せ
て
百
二
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
 

弘
前
中
央
高
校
尾
崎
四
楼
先
 

生
の
指
導
で
、
参
加
者
た
ち
は

床
い
っ
ぱ
い
に
新
聞
紙
を
広
げ
、
 

下
絵
書
き
か
ら
色
塗
り
、
骨
組

み
ま
で
の
一
貫
し
た
タ
コ
づ
く
 

り
に
挑
戦
、

い
ず
れ
劣
ら
ぬ
出

来
栄
え
に
主
催
者
も
び
っ
く
り

し
て
い
ま
し
た
。
 

にぎわったタコづくり教室 

会
場
は
西
北
五
か
ら
の
子
供

た
ち
で
い
っ
ば

い
 

1I 
婆 

ヴ
“還
令

み
ク
さ
ん
h畏
協
、
 

「
お
み
や
げ
は
 
無
事
故
で

よ
い
の
 
お
父
さ
ん
」
出
稼
者

と
、
そ
の
家
族
を
励
ま
す
集
い

が

一
月
五
日
、
市
民
文
化
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

市
内
農
協
連
合
懇
談
会

と
市

出
稼
協
会
が

開
い
た
も

の
で
、
 

正
月
休
み
で
里
帰
え
り
し

た
出

稼
者
と
そ
の
家
族
お

よ
そ
四
百

五
十
人
が
集
り
ま
し
た
。
 

激
励
会
で
は
、
市
出
稼
協
会

長
の
森
田
市
長
が
「
漆
川
工
業

団
地

へ
の
企
業
誘
致
の
導
入
を

図
り
、
将
来
は
一
家
団
ら
ん
で

楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
出

稼
解
消
を
推
進
し
た
い
」
と
新

た
な
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
三
上
農
協
連
合
懇
談

会
長
が
「
昨
年
の
豊
作
を
契
機

に
農
業
経
験
を
生
か
し
、
あ
す
 

．夢

馬
 
「「
『籍
 

望
を

つ
な
い

で
が
ん
ば
っ

っ
て
ほ
し
い

と
励
ま
し
の

あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
こ
の

あ
と
、
新
春

民
謡
、
歌
謡
 

、
ン
ョー
の
ア

ト
ラ
ク
・
ン
ョ
 

ン
が
あ
り
、
 

和
気
あ

い
あ
 

い
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
 

ま
し
た
。
 
 

さ
る

一
月
六
日
、
 

会
 
纏
「姦
踊

大
 
大
ムど
に
は
、
最
 

L
J
 

近
の
書
道
ブ
ー
ム
 

伽
 
馨
競
騒
子

書
 
」」雛
ば
』
 

ノ
、
 

た
o
 

撫

）
灘
灘
 

わ
が
子
の
筆
の
運

び
に
一
喜
一
憂
、
お
も
わ
ず

こ
 

ど
も
の
そ
ば
に
か
け
よ
り
、
観

覧
席
に
押
し
返
さ
れ
る
教
育

マ

マ
も
見
受
け
ら
れ
る
ほ
ど
で
し

た
。
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“明
日
に
希
望
つ
な
ご
う
）
 

出
稼
者

と
家
族
を

励
ま
す

集
い
 

出稼者t留守家族慰安激励会 
月
て
」
留
宇
こ（A
冬
メ
・せ
ー
／
 

出
稼
者
と
家
族
を
励
ま
す
森
田
市
長
 

力強く書初め大会 



“
み
ん
な
で

明
る

い
お
正
月
を

〉
 

を

ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
昨
年
十
一
一

月
一
日
か

ら
二
十
日
ま
で

行
わ

れ
た
歳
末
助
け
あ

い
運
動
に

は
、
 

み
な
さ
ん
の
温

い
ご
協
力
に

よ

り
五
十

一
件
、
百
二
十
九

万
六

千
百
二

十
四
円

と
福
祉
基
金

一
一

十
二

件
、
三
百
四
十
一

万
一
千

四
百
五

十
円
が

寄

せ
ら
れ

ま
し

た
。
 

こ
の
な
か

に
は
、
市
内
湊

の

ち
ど

り
舞
踊
会

（
佐
々
木
伸
雄

会
長

）
が
、
歳
末

助
け
あ
い
芸

能
祭
を

開
い
た
際

の
益
金
三
十

万
五
千

五
百
三
十
円
も

含
ま
れ

て
い
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
、

た
く
さ
ん

の
個

人
、
団
体
の
方
々
か
ら
善
意
が

寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

こ
の
お
金
は
、

老
人
ホ
ー
ム

等
の
入
所

者
、

長
期
入
院

患
者
、
 

独
り
暮
し

の
お
年
寄

り
、
交
通

遺
児
や
恵

ま
れ

な
い
方
な
ど

に

配
分
さ
れ
、

大
変
喜
ば
れ

ま
し

た
。
 

温

い
ご
協
力
に
お

礼
を
申
し

あ
げ

ま
す
。
 

歳
末

助
け
あ
い

に
ご
協
力
さ

れ
た
個
人
、

団
体
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 
（
十
二
月
二
十

六
日

現
在

）
 

昭和60年（1985年）1月15日 
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(583号） ④ 

ー篇篇灘薫轟 
（歳末助けあい寄託者） 

金 	額 町 	内 	会 	名 

19, 600円 寺町・岩木町々 内会 

9, 400円 大 	町 	々 	内 	会 

8, 500円 小 	曲 	町 	内 	会 

20, 000円 鎌 谷 町 々 内 会 

10, 000円 松島町 8 丁目町内会 

10, 000円 中 平 井 町 々 内 会 

10, 000円 布 屋 町 々 	内 会 

12, 000円 本 	町 	々 	内 	会 

19, 500円 川 端 町 々 	内 会 

15, 000円 さ っ き 町 々 内 会 

6, 000円 新 	町 	々 	内 	会 

10, 000円 上 平 井 町 々 内 会 

21,800円 東 雲 町 々 内 会 

10, 000円 旭 	町 	々 	内 	会 

10, 000円 第 一 千 鳥 町 内 会 

10, 000円 末広・新宮町々 内会 

16, 424円 錦 	町 	々 	内 	会 

10, 000円 沼 田 町 々 内 会 

38, 000円 敷 島 町 々 	内 会 

3, 500円 第 2 柳 町 々 内 会 

20, 000円 松島町 4 丁 目町内会 

8, 200円 若 葉 第 2 町 内 会 

5, 000円 田 園 町 々 	内 会 

4, 000円 弥 生 町 々 	内 会 

5, 000円 十 川 町 々 	内 会 

（団体・個人募金）  

金 	額 団 	体 	名 代表者名 

305,530円 ちどり会 佐々木伸雄 

70,0叩円 ホールインスナック「マルジュ」 木村 イサ 

15,000円 菊 栄 会 下浅 俊一 

10,076円 日蓮宗五所川原法永寺 小山田鳳隆 

2,000円 寺町・岩木町わかさ会 福士マチエ 

200,000円 白生会胃腸病院 佐藤 浩平 

3,263円 手話サークルひまわり 小笠原幸子 

5,000円 松島町老人クラブ松鶴会 山形 四郎 

45,000円 五所川原ライオンズクラブ 田中 文雄 

30,000円 茶道遠州会五所川原支部 大瀬 宗雅 

58,445円 聖心幼稚園 ジル・うンドル・ヴイル 

5,000円 寺町・岩木町簡易保険組合 福士 孝一 

15,690円 五所川原幼稚園父母の会 荒谷英美子 

16,082円 五所川原消防署 

28,127 円 東奥信用金庫貯金会 葛西 専造 

2,000円 鳥森44 内山 牧子 

10,000円 布屋町 鶴谷 ャナ 

12,103 円 藻 川 藤玉 章園 

10,000円 松島町 8一97 阿部 初美 

20,000円 上平井町11 小田川きさ 

5,000円 松島町 7一55 山形 四郎 

7,058 円 一ッ谷 大坂 	京 

69,427円 中平井町 瓜田 栄蔵 

5,000 円 田町190- 4 三上 セッ 

4,399 円 匿 	名 

30,000 円 鳥森44- 1 高橋 喜助 

（福祉基金寄託者） 

金 	額 住 所 及 び 団 体 氏 	名 

300,000円 森田家 

「
』
 
」」
器1

j

遮
」U

」
 
黙
器
 

自
 
カ
．
 

律
 
却
 4ナ
 
嘩プ
一
 
一
 
メ
 弘
 
雌
 
慢
一
一
口
 

昭
］
 

雌
 
月
 

山
 
前
 

江
 
船
 
山
 
佐
 平
 
田
 
鶴
 
田
 
田
 
藤
 
稲
 

小
 
下
新
一
ニ
  

50,000円 松島町仲よき会 

30,000円 五所川原生活学校 

200,000円 五所川原中央ロータリークラブ 

21,420円 照秀会チャリテイ発表会あゆみの箱 

50,000円 照秀会五所川原支部 

50,000円 市内石岡字藤巻 

50,000円 漫画サンデー編集長（市内本町出身） 

300,000円 昭和パール会 

1,000,000円 市社協会長 

53,605円 

50,000円 

300,000円 

田沢ダンスルーム 

市内本町55- 1 

大和山連合青年会 

100,000円 ライオンズ国際協会、五所川原クラブ 

100,000円 市内鳥森21-19 

25,000円 県信用組合五所川原支店貯蓄会重陽会 

10,350円 南小学校第 6学年PTA一同 

17,575円 日産サニー弘前販売脚五所川原支店 

500,000円 市社協第一支部 

15,000円 勤労青少年ホーム菊栄会 

50,000円 普明会教団高岡支部 

138,500円 五所川原ロータリークラブ 



、
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恵
ま
れ
な
い
人
へ
 

善
意
寄
金
あ
り
が

と
う
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
収
 

益
金
十
三
万
余
円
 

五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ク
 

五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ

（
三
国
谷
勝
四
郎
会
長
）
が

十
二
月
二
十
二
日
、
市
役
所
に

森
田
市
長
を
訪
ね
、
「恵
ま
れ
な

い
方
た
ち
へ
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
現
金
十
三
万
八
千
五
百

円
を
寄
付
し
た
。
 

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
去
る
十
一
一

月
十
九
日
に

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
セ
 

ー
ル
を
行
っ
た
と
き
の
収
益
金

を
寄
付
し
た
も
の
で
、
市
で
は

こ
の
寄
付
金
を
市
社
会
福
祉
協

議
会

へ
贈
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
 

五
所
川
原
歌

謡
研
究
ク

ラ
ブ
 

（
小
田
桐
則
勝

会
長

・
会
員
十

五
人
）
は
一
月

四
日
、
市
の
社

会
福
祉
事
業
に

役
立
て
て
く
だ

さ
い
と
平
山
誠

敏
市
社
協
会
長

に
二
万
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。
 

一
月
三
日
、
青
陽
園
で
開
い

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
カ
ラ
オ

ケ
選
手
権
大
会
で

の
収
益
金
を

贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

市
共
同
募
金
会
に
 

四
万
五
千
円
寄
付
 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（
田
中
文
雄
会
長
）
で
は
、
 

十
二
月
十
五
日
の
家
族
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
で
会
員
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
四
万
五
千
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。
 

ニ
万
八
千
余
円
 

東
奥
信
用
合
同
貯
金
会
 

東
奥
信
用
金
庫
の
合
同
貯
金

会

（
代
表
葛
西
専
造
）
は
十
一
一

月
二
十
五
日
、
恵
ま
れ
な
い
方

た
ち

へ
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と

二
万
八
千
百
二
十
七
円
を
市
福

祉
事
務
所
に
託
し
ま
し
た
。
 

一
万
五
千
余
円
 

五
所
川
原
幼
稚
園

父
母
の
会
 

歳
末
助
け
合
い
に

と
五
所
川

原
幼
稚
園
父
母
の
会
（
荒

谷
英

美
子
会
長
）
は
十
二
月
二
十

一

日
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

一

万
五
千
六
百
九
十
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。
 

こ
の
お
金
は
、
十
二
月
九
日
 
 

に
行
わ
れ
た
父
母
の
会
の
バ
ザ
 

ー
の
収
益
金
を
寄
付
し
た
も
の

で
す
。
 

紙
芝
居
の
お
じ
さ
 

ん
も

一
万
ニ
千
円
 

紙
芝
居
の
お
じ
さ
ん
と
し
て
、
 

五
所
川
原
市
内
や
金
木
町
で
子

供
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
木

造
町
千
年
、
布
施
九
孝
さ
ん
（
七

二
）
と
同
町
若
竹
、
奈
良
富
三

郎
さ
ん

（
五
七
）
の
二
人
が
十

二
月
十
七
日
、
五
所
川
原
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
田
中
文
雄
会

長
）
を
通
じ
日
本
赤
十
字
社
五

所
川
原
市
地
区
に
現
金

一
万
一
一

千
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

二
人
は
、
同
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク

ラ
ブ
の
家
族
ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
 

テ
ィ
ー
に
紙
芝
居
を
披
露
す
る

こ
と
で
招
か
れ
、
そ
の
出
演
料

を
「
ア
フ
リ
カ
難
民
救
済
の
た
 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所

川
原

（高
満
タ
力
会
長
・
会
員

二
十
五
人
）
は
十
二
月
二
十
四

日
、
市
の
教
育
振
興
基
金
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
鈴
木
教

育
長
に
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
の

益
金
の
一
部
か
ら
現
金
五
万
円

を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

同
ク
ラ
ブ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
 
 

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
 

寄
付
し
た
も
の
で
す
。
 

お
年
寄
り
た
ち
 

に
ケ
ー
キ
贈
る
 

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
小
野
 

市
内
姥
落
で
和
洋
菓
子
店
サ

ン
モ
リ
ッ
チ
小
野
を
経
営
し
て

い
る
小
野
慧
社
長
が
十
二
月
一
一

十
三
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
 

ム
 
「く
る
み
園
」
を
慰
問
、
ケ
 

ー
キ
六
十
六
個
（
五
万
二
千
八

百
円
相
当
）
を
お
年
寄
り
た
ち

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
喜
ば
れ
ま
し

た
。
 

小
野
氏
か
ら
の
寄
贈
は
、
毎

年
行
わ
れ
関
係
者
か
ら
も
喜
ば

れ
て
お
り
ま
す
。
 

五
万
八

千
余

円
 

五
所
川
原
聖
心
幼
稚
園
 

歳
末
助
け
合
い
に
と

五
所
川

原
聖
心
幼
稚
園
（
園
長
ジ
ル

・
 

ァ
活
動
の
一
環
と
し
て
＋
二
月

十
五
日
、
働
く
婦
人
の
家
で
歳

末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
開
き
、
会

員
各
自
が
持
ち
寄
っ
た
新
品
の

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
、
な
べ
、
洋
酒
、
 

コ
ー
ヒ
ー
セ
ッ
ト
な
ど
二
百
五

十
点
を
即
売
し
た
益
金
を
贈
っ

た
も
の
で
す
。
 

ラ
ン
ド
ル

・
ヴ
ィ
ル
）
は
十
一
一

月
二
十
二
日
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
五
万
八
千
四
百
四
十
五

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

先
に
開
い
た
、
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
の
収
益
金
を
贈
っ

た
も
の
で
す
。
 

年
賀
は
が

き
 

六
百
枚
を
寄
贈
 

五
所
川
原
郵
便
切
手
類
売
捌

組
合
（
一
戸
千
代
三
郎
組
合
長
）
 

は
昨
年
同
様
、
施
設
入
所
者
や

長
期
入
院
患
者
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
、
お
年
玉
付
年
賀
は

が
き
六
百
枚
を
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
託
し
ま
し
た
。
 

社会福祉事業へ 2万円寄付 

五所川原歌謡研究クラブ 

教
育
振
興
基
金
に
と
五
万
円
 

国
際
ソ
ロ
プ
チ

II、
ス
ト
五
所
川
原
 



N
H
K
学
園
 

通
信
教
育
で
 

あ
な
た
も
学
習
を
 

N
H
K
学
園
で
は
、
通
信
教
 

ス
で
学
べ
ま
す
。
 

育
の
生
徒

・
受
講
生
を
募
集
し
 

o
講
座
は
 
書
道
、
硬
筆
、
 

て
い
ま
す
。
 

楽
し

い
母
と
子
の
書
き
方
、
俳

▽
高
等
学
校
 
普
通
科

コ
ー
 

旬
、
短
歌
、
古
典
、
文
章
、
絵

ス
 

画
、
囲
碁
、
簿
記
、
英
語
、

フ
 

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
 

・

大
学

へ
進
学
さ
れ
る
お
子
様

を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と

し
て
、
進
学
資
金
貸
付
の
利
用

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

▽
取
扱
期
間
 
一
月
か
ら
四
月

ま
で
 

▽
融
資
限
度
 
一
世
帯
五
十
万

円
以
内
 

▽
利
 
率
 
年
六

・
七
％
 

▽
使
 
途
 
学
校

へ
の
納
付
金
、
 

受
験
費
用
、
教
科
書
代
、
制
服

代
、
下
宿
の
敷
金
な
ど
進
学
に

必
要
な
資
金
 

▽
返
済
方
法
 
お
子
様
の
修
学

年
限
以
内
の
元
利
均
等
月
賦
返
 
 

日
に
市
除
排
雪
対
策
本
部
（
本

部
長
 
花
田
英

一
助
役
）
を
設
 

＋
倉
 

▽
保
証
人
 

一
人
以
上
（
進
学

保
証
基
金
利
用
の
場
合
は
不
要
）
 

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

弘
前
市
大
町
三
の
ー
の

一
八

国
民
金
融
公
庫
弘
前
支
店
 

（
。
〇
一
七
ニ
ー
二
六
ー
六
三

〇
三
番
）
 

な
お
、
銀
行

・
信
用
金
庫
・

信
用
組
合

・
農
協
・
漁
協
・
労

働
金
庫
で
も
取
扱
っ
て
お
り
ま

す
。
郵
貯
進
学
積
立
を
さ
れ
て

い
る
方
は
郵
便
局
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 
 

置
し
、
通
勤

・
通
学
等
の
生
活

道
路
の
確
保
に
全
力
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
 

し
か
し
、
路
上
駐
車
や
自
動

販
売
機
な
ど

の
障
害
物
件

に
よ

り
、
除
排
雪
作
業
が

で
き
ず
、
 

火
災
発
生
な
ど
の
緊
急
時
に
、
 

車
柄
が
通
行
不
能
と
な
る
な
ど

の
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、
 

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

除
排
雪
に

つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
市
除
排
雪
対
策
本
部
 

（
旧市
役
所
栄
支
所
、
広
田
字

柳
沼
三
番
地
一
号
）
 

。
三
五
ー
四
三
ニ
一
番
 

。
三
五
ー
四
三
ニ
ニ
番
へ
お

願
い
し
ま
す
。
 

県
立
弘
前
高
等
学
校
通

信
制
で
は
、
六
十
年
度
も

向
学
心
の
あ
る
方
々
の
入

学
を
望
ん
で

い
ま
す
。
 

出
願
は
、
三
月
四
日
（
月
）
 

か
ら
四
月
八
日
（
月
）ま
で
 

で
す
が
、
学
習
方
法
、
そ

の
他
詳
し
い
こ
と
は
、

下

記

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

入
学
案
内
及
び
出
願
用

紙
に

つ
い
て
は
、
百
二
十

円
切
手
同
封
の
う
え
、
ご
 

青
森
県
農

業
基
本
統
計

調
査
が
、
一
一

月
一
日
現
在

で
行
わ
れ
ま

す
。
 

こ
の
調
査

は
、
農
業
経

営
の
実
態
を

つ
か
む
こ
と

で
、
農
業
行

政
を
す
す
め

る
う
え
で
の

基
礎
資
料
に
 

す
る
も
の
で
す
。
 

調
査
員
が
巡
回
訪
問
し
、
世

帯
主
等
に

調
査
事
項
を
質
問
し

ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
 

請
求
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
希
望
す
る
科
目

だ
け
を
勉
強
し
た
い
方
や

就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い

る
た
め
入
学
を
た
め
ら
っ

て
い
る
方
も
ご
相
談
く
だ
 

さ
い
。
 

青
森
県
立
弘
前
高
等
学

校
通
信
制
（
弘
前
市
大
字

新
寺
町

一
番
地
、
廿
〇

一

七
ニ
ー
三
ニ
ー
九
四
二
四

番
）
 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

調
査
し
た
内
容
は
、
統
計
資
 

料
以
外
に
使
わ
れ
る
こ

と
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
調
査
に
関
し
て
疑
問
 
 

N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て
、
 

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
秘
書
企

画
課
統
計
調
査
係
（
廿
三
五

ー
 

一
一一
一
一
 
内
線
三
一
八

・
三

一
九
番
）
へ
間
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

ァ
ミ
リ
ー
写
真
、
数
学
、
国
語
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市除排雪対策本部 

生活道路の確保に全力 
みなさん ご協力ください 

一A憂 
戸 

「冬
の
生
活
関

連
道
路
は
確

保
し
ま
す
」
 
と
去る
十
二
月
十
 

「国
の
進
学
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内
 

農業基本統計調査を実施 
-2月1日現在で― 

農家のみなさんご協力を 

弘
前
高
校
通
信
制
 

入
学
者
を
募
集
し
ま
す
 

働
き
な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
 
の

十
五
講
座
四
十
四
コ

ー
ス
が
 

を
と
り
た
い
方

に
 

あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
、
俳
句
友
 

o

入
学
資
格
 
中
学
校
卒
業
 

の
会
も
あ
り
ま
す
。
 

・

卒
業
見
込
み
又
は
同
等
以
上
 

〇
受
講
資
格
 
ど
な
た
で
も
 

の
学
力
の
あ
る
方
 

o
受
付
期
間
 
二

月
一

日
 

o

受
付
期
間
 
三

月
一

日
 
（
金

）
ー
四
月
二
十
日

（
土
）
 

（
金
）
ー
四
月
十
五
日
（
月
）
 

※
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望

▽
高
等
学
校
 
教
養
コ
ー
ス
 

の
方
は
、
お
近
く
の
N
H
K
ま

高
等
学
校
レ
ベ
ル
の
知
識
と
 
た

は
、
左
記
ま
で
、
普
通
コ

ー
 

教
養
を
身
に

つ
け
た
い
方
に
 
ス

・
教
養
コ
ー
ス
・
社
会
通
信

〇
受
講
資
格
 
十
五
歳
以
上
 

講
座
名
と
氏
名
・
住
所

・
電
話

の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
 
番
号
を

書
い
て
ハ
ガ
キ
で
ご
請

〇
受
付

期
間
 

三
月
一

日
 
求

く
だ
さ
い

0（案
内
書
は
無
料
 

（
金
）
ー
四
月
三
十
一
日
（
火
）
 
で

す
。
 

▽
社
会
通
信
講
座
 
〒
一
八

六
 
東
京
都
国
立
市

こ
の
講
座
の
利
点
は
、
リ
ポ
 

富
士
見
台
ニ
ー
三
六
 
N
H
K
 

ー
ト
の
添
削
が
中
心
で
、
だ
れ
 

学
園
c
T
係
（
廿
〇
四
二
五

ー
 

で
も
自
宅
に

い
な
が
ら
、
都
合
 
七

ニ
ー
三
一
五

一
番
）
 

の
よ
い
時
間
に
、
自
分
の
ぺ
ー
 



程
 

日
 

接
 

面
 

面接日 
1前 (9 】 30-12 : 00) 午後（13 】 00 -16 】 00) 

会 	場 対象保育所圃 会 	場 対象保育所（圃 

1月21日 

（月） 

市民文化会館 

(2階会議室） 

五所川原保育園

かまや保育園 

市民文化会館 

(2階会議室） 

さくら保育園

新宮団地保育園 

1月22日 

（火） 
ク 

まっしま団地

保 育 園 
ク 

第一さっき保育園

第二さっき保育園 

1月23日 

（水） 
藻川保育園 藻川保育園 

コミュニテイ

センター三好 
三好保育所 

1月24日 

（木） 
毘沙門支所 たかたて保育園 

コミュニテイ

センタ一飯詰 

若葉保育園

たかたて保育園 

1月25日 

（金） 
さかえ保育園 さかえ保育園 

コミュニテイ

センター松島 
津軽野保育園 

J
2
 

口
］
 
 

6
、
ノ
 

コミュニテイ

センター中川 
中川保育園 

I月28日 

（月） 

コミコ，ニ．テイ

センタ― 栄 
なおみ保育園 

コミュ二二．テイ

センター梅沢 
梅田保育園 

1月29日 

（火） 

コミュニテイ

センター長橋 
長橋保育園 

コミュニテイ 

センター 
七和保育園 

※間い合わせ先 市福祉事務所児童係 廿35-2111 内線243番） 

丁
長
期
天
気
予
報
止
 

コ
I
，
ラ
‘
うニ
，
コ
 

※
概
況
 
季
節
風
は
強
ま
っ

て
も

一
時
的
で
長
続
き
し
な
い

で
し
ょ
う
。
 

こ
の
期
間
の
積
雪
は
平
年
並

み
か
、
や
や
少
な
い
見
込
み
で

す
。
 

※

一
月
 
下
旬
に
は

一
時
季

節
風
が
強
ま
り
寒
く
な
り
ま
す

が
、
長
続
き
せ
ず
、
月
な
か
ば

を
中
心
に
寒
さ
の
し
の
ぎ
や
す

い
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。
 月
平

均
の
気
温
は
平
年
並
み
、
降
水

量
も
平
年
並
み
で
し
ょ
う
。
 

※
ニ
月
 
季
節
風
が
弱
く
、
 

平
年
に
比
べ
て
、
津
軽
地
方
で

は
晴
れ
の
日
が
多
く
、
三
八
上

北
地
方
、
下
北
地
方
で
は
雪
が

降
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。
月
平

均
の
気
温
は
平
年
並
み
、
降
水

量
も
平
年
並
み
で
し
ょ
う
。
 

※
三
月
 
天
気
は
周
期
的
に

変
わ
り
ま
す
が
、
後
半
に
は
一

時
、
強
い
寒
さ
の
戻
り
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
月
平
均
の
気
温
は

平
年
よ
り
ゃ
や
低
く
、
降
水
量

は
平
年
並
み
で
し
ょ
う
。
 

（
青森
地
方
気
象
台
）
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市
福
祉
事
務

所
で
は
、
六
十

年
度
保
育
所

（
 

（園
）
入
所
児

童
申
請
者

の
面

接
を
次
の

日
程

で
行
い
ま
す
。
 

▽
面
接
時
間

い
ず
れ
も
午
前

九
時
三
十
分
か

ら
午
後
四
時
ま

で
 ▽

持
参
す
る

も
の
 
昭
和
五

十
九
年
度
の
源

泉
微
収
票
及
び

市
民
税
、
固
定

資
産
税
納
付
書
、
 

保
険
証
等
 

▽
応
募
資
格
 
小
学
校
四
・

五

・
」ハ
年
生
 

▽
種
目
 
o
絵
画
の
部
 
水

彩
画
 
B
3
版
 

o

作
文
の
部
 
四
百
字
詰
原
 

稿
用
紙
三
枚
以
上
内
 

▽
テ
ー
マ
 
「
電
信
電
話
」
 

に
関
す
る
も
の
 

▽
賞
 
各
学
年
ご
と
に
 

〇
最
優
秀
賞
 
一
名
 

o

優
秀
賞
 

一
一名
 

〇
佳
作
 

若
干
名
 

▽
締
切
り
 

一
月
三
十

一
日
 

（
木
）
ま
で
 

▽
送
り
先
 
五
所
川
原
電
報

電
話
局
第

一
営
業
課
（
市
内
上

平
井
町

一
〇
二
 
廿
三
四

ー
一
一

〇
〇
〇
番
）
 

助
産
婦

・
夜
間
専
 

従
看
護
婦
を
募
集
 

▽
募
集
理
由
 

o

助
産
婦
欠
員
に
よ
る
補
充
 

ダ
イ
ヤ
ル
通
話
 

料
金
早
見
表
を
 

ご
利
用
く
だ

さ
い
 

七
月
一
九
日
か

ら
中

距
離
 

（
六
〇
』
を
超
え
三
二
〇
』
ま

で
）
の
通
話
料
が
三
ー
二
九
％

値
下
げ
に
な
り
ま
し
た
が
、
五

所
川
原
電
報
電
話
局
で
は
こ
の

た
び
値
下
げ
後
の
ダ
イ
ヤ
ル
通

話
料
金
の
わ
か
り
や
す
く
便
利

な
早
見
表
を
作
成
し
ま
し
た
。
 

営
業
窓
口
（
第

二
営
業
課
）
 

に
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

入
用
の
方
は
お
申
し
付
け
願
い

ま
す
。
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
 

第
二
営
業
課
 

（
廿
三
四
ー
二
二
〇
〇
番
）
 

保育所（園） 

	入所申請者の画接 

〇
看
護
職
員
の
二
十

四
時
間

勤
務
体
制
に
お
け
る
夜
間
勤
務

の
緩
和
を
は
か
る
た
め
。
 

▽
職
種
 

〇
助
産
婦
 
若
干
名
 

〇
夜
勤
専
従
看
護
婦
（
正
看
）
 

若
干
名
 

▽
提
出
書
類
 
履
歴
書
を

一

月
末
日

（
必
着
）
ま
で
 

▽
採
用
期
日
 
昭
和
六
十
年

四
月
一
日
 

▽
申
込
み
・
間
い
合
わ
せ
先

市
立
西
北
中
央
病
院
（
布
屋

町
四
一
 
。
三
五
ー
三

一
一
一

内
線
二
〇
三
番
 
総

看
護
婦
長

ま
で
）
 

五
十
九

年
度
 

電
電
絵
画

・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
 

短
  

歌
 

五
所
川
原
短
歌
会
 

年
の
瀬
も
迫
り
て
今
日
は
忘
年
の
歌
会
と
な
り
て
月
日
早

し
も
 

和
田
 
秀
峰

暮
な
ず
む
津
軽
の
野
面
を
風
交
へ
ば
哀
は
れ
木
枯
し

ロ
マ
 

、
ノ
に響
く
 

岩
谷
 
明
雄

次
世
紀
も
ま
た
そ
の
次
も
世
紀
あ
り
し
も
人
類
を
滅
ぼ
さ

な
け
れ
ば
 

小
笠
原
俊
亮

枝
先
に
柿
実
ひ
と
つ
残
り
を
り
小
春
日
淡
き
光
に
映
え
て
 

・

した
 
岩
谷
 

勝
義

朝
よ
り
和
裁
す
る
妻
つ
か
の
間
を
頬
よ
せ
賞
で
る
さ
ぎ
ん

か
の
花
 

関
 
喜
代
栄
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広
報
紙
の
早

期
配

布
に
ご

協
力

下
さ
い
 

青森職業訓練短期大学 

60年度学生募集 
技術革新の進展に対応できる実践技術者の養成を目的に、 

1学年1科20名の少数教育方式のもと、独自の教育訓練を

実施し、国（労働省管・雇用促進事業団）が設置運営する 

2年制の工科系職業訓練短期大学校です。 

次のとおり60年度の学生を募集しています。 

ド募集人員 

科名 生 産 金 属 電子科 建 築 計 備 	考 

定員 20名 20名 20名 20名 80名 男女不問 

レ訓練期間 各科とも 2年 

レ応募資格 学校教育法による高等学校を卒業したもの 

(60年 3月卒業見込みの者を含むJ または、これと同等以 

上の学力を有すると認められる者。 

レ出願期間 昭和60年 2 月1日～ 2 月25日 

レ入学試験 

(1）期日 60年 2 月27日（水） 

(2）場所 本校（青森職業訓練短期大学校）、青森、秋田、 

盛岡、函館の各試験場 

(3）試験科目 数学I、理科（理科I・物理・化学から1 

科目選択）、英語I 
D合格発表 60年 3月2 日（土）本人、出身校に通知しま 

す。 

レ間い合わせ先 学生募集要項、その他詳しいことを知り 

たい方は「青森職業訓練短期大学校学生課、n37-3201番」 

ノ＼どうぞ。 

住所〒037 五所川原市大字戸沢字畑林21番地 

ー‘ 

し 

県公営企業局では、青森市新町に県営駐車場を開設して 

おります。 

県庁・国の出先機関、農業会館、武田百貨店、松木屋デ 

パートなどに近いので、乗用車で来られる方々には便利か 

と思いますので、ご利用をおすすめします。 

レ駐車場名 青森県営駐車場 

レ所在地 青森市新町 2 丁目4 124番地 

D規模 510台・自走式 

D入出時間 午前7時から午後10時まで 

レ駐車できる自動車 

〇長さ 4.7米まで 

0巾 1.7米まで 

高さ 2.0米を越えない普通自動車 

り 

小児がんの早期発見 

神経芽細胞腫検査 
県では、60年1月より神経芽細胞腫検査事業を実施する

ことになりました。 

「神経芽細胞腫」とは、乳幼児に発生する小児がんの一種で、 

腹部腫癌（シコリ）として出現することが多く、放置する

と早期転移して小児の発育に多大な影響を及ぽします。し

かし乳児の尿の中に排池される特殊な物質を検査すること

により早期発見が可能です。乳児期に発見できれば治療効

果も極めて高いため（異常の発見率は70-80%)、対象児は、 

ぜひこの検査を受けるようおすすめします。 

レ実施主体 青森県 

レ検査対象者 生後6 カ月～ 7 カ月児 

レ検査機関 青森県衛生研究所 

ン検査料 無料です 

ただし検査物の送付に要する経費（切手代60円）は受付

ける人の負担となります。 

レ実施方法について 

当市では毎月行なっている6 カ月児の乳児健診時に、こ

の検査について説明をし、その場で検査セットを配付い

します。その他にも検査セットは、市衛生課の窓口におい

ても希望者に配付いたしますので、該当の方は申し出てく

ださい。 

なお今回の検査で異常がなくても将来、神経芽細胞腫がま

ったく発生しないということはありませんのでご了承願い

います。 

詳しいことは市衛生課（廿35-2111内線268・272番）ま

たは五所川原保健所（廿34-2108番へ問 い合わせください。 

く  乳幼児の健康診査 ） 
レ受付時間 午後1時から 1時30分まで 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。3歳児健診 

は、尿検査もありますので、当日小びんに尿を入れて持っ 

てきてください。 

レ注意 病気療養中のお子さんはご遠慮願います。 

なお、 6 カ月児、1歳児は健康相談のみです。 

レ場所 市保健センター（旧警察署跡） 

月 	齢 対 	象 	児 と 	き 

3 	カ 月 児 S 59年 10 月生れ 2 月12日（k 

6 	カ 月 児 S 59年 7 月生れ 2 月19日因 

1 	歳 	児 S 59年 1月生れ 2 月25日（月） 

1歳 6 カ月児 S 58年 8 月生れ 2 月26日因 

愛の献血お願いします 
1 1 	後 

2 5
 因
 

市 	役 	所 五一中通り 
東北電気工事輔 

10 : 00-12 : 00 13 : 3o-16 : 00 

月 15 田町対馬内科医院前 マルトモデパ― ト 

10: 00-12 :00 13 : 30-16 : 00 

県 営 駐 車 場 利 用 案 内 

青森駅 

I 
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